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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

① 上田電鉄別所線のゼロカーボン運行が実現し、乗客数増加及び電気料
金削減による経営改善、利便性の向上を図ることで、ローカル鉄道モデル
として全国的に大きな課題となっている赤字ローカル線の存続に貢献

② 自営線マイクログリッドの導入による指定避難所等の災害レジリエンスの
強化・上田電鉄別所線の増便を含む利便性の向上と、別所線応援メ
ニューの提供と連携したポイント付与により、マイカー依存を低減する行動
変容につながり、沿線住民の暮らしの質の向上と、公共交通を軸とした拠
点集約型都市構造の形成に向けた、脱炭素との相乗効果が図られる

① 鉄道軌道敷、ため池、その他遊休地等に太陽光発電(2,688kW)・大型
 蓄電池を導入し、新設する地域エネルギー会社がエネルギーマネジメントを   
行い、エリア内の需要家へ供給

② 住宅や民間施設に太陽光発電(3,249kW)・蓄電池、省エネ設備
を導入

③ 指定避難所の公共施設・大学等において
 太陽光発電(833kW)・蓄電池の導入や
省エネ改修、ZEB化等によりエネルギー自
立化を推進し、一部は鉄道用送電設備を
活用した自営線(約7km)マイクログリッド
を構築

上田電鉄別所線沿線において、太陽光発電・大型蓄電池を活用した効率的なエネルギーマネジメント等により、民生部門電力の脱炭素化を推進。鉄道用送電
設備を活用した自営線マイクログリッドを構築することで、平時は上田電鉄に地域の再エネを供給し、別所線のゼロカーボン運行を実現するとともに、災害時のレ
ジリエンス強化を図る。沿線自治会エリアでは地域エネルギー会社の契約に乗車時に使えるポイントを付与する別所線利用促進策及び移動利便性向上策を同
時展開し、住民のマイカー依存度を低減させることで、別所線の利用増進と路線維持を図り、沿線住民の暮らしの質の向上を目指す。

上田市：ローカル鉄道と市民がともに支え合う「ゼロカーボン×交通まちづくり」

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

４．主な取組のスケジュール

３．取組により期待される主な効果

脱炭素先行地域の対象：上田電鉄別所線沿線、沿線自治会（下之郷・東五加・下本郷・中野・上本郷・十人）、沿線公共施設群、市有遊休発電適地

主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：住宅2,207世帯、民間施設67施設、公共施設6施設
共 同 提 案 者：上田電鉄株式会社、NPO法人上田市民エネルギー、有限会社和晃・株式会社Ticket QR、上田商工会議所、

八十二Link Nagano株式会社、株式会社八十二銀行、上田信用金庫、みやまパワーHD株式会社

取組の全体像

別所線利用促進策

市有遊休地
太陽光導入

住宅・民間施設・公共施設への
太陽光発電・蓄電池・省エネ設備導入

軌道敷等太陽光
発電導入・自営線
マイクログリッド構築

地域内移動利便性向上策

【施策間連携モデル】
ローカル鉄道活性化×脱炭素

【地域版GXモデル】

① エリア内で発電した再エネ電力等を地域エネルギー会社がアグリゲートし、
 自営線を通じて上田電鉄別所線に供給することで鉄道のゼロカーボン運
 行を実現

② 上田電鉄別所線利用促進策として、地域エネルギー会社の各種契約に
別所線応援メニューを導入し、乗車時に使用できるポイントを付与

③ EVや電動自転車のシェアリング、パーク＆ライドの拡大等により、駅との移   
動利便性向上策を展開

ゼロカーボン運行別所線への再エネ供給

上田電鉄別所線

ため池フロート
ソーラー導入
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